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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 経済部 産業観光課 

施 設 名 道の駅みさわ 斗南藩記念観光村 

指 定 管理 者 名 ミサワツーリストグループ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

先人記念館 5,126人 3,248人 特になし 

パターゴルフ 909人 769人 特になし 

バッテリーカー 2,156人 1,785人 特になし 

ゴーカート 5,126人 3,959人 特になし 

遊覧馬車 0人 0人 平成27年5月より運行休止 

ポニー乗馬 511人 387人 特になし 

利用者数合計 13,828人 10,148人 全体的に利用者数が増加した 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 39,658 人件費 17,884 

利用料金 2,019 維持管理費 

 

8,310 

その他 0 事業費 9,712 

  その他 5,771 

合計（①） 41,677 合計（②） 41,677 

  収支差額（①－②） 0 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

斗南藩記念観光村の利用者数は全体通して増加となった。今後とも利用者促進

の取り組みと、継続した広報活動が必要。 

その他に関しては適切な管理・運営がされていると評価する。 

施設担当課 

全体的な利用者が微増となっているので、増加の要因を分析して今後の運営に繋

げていただきたい。 

花いっぱい村等の取り組みについては、市内の老人福祉施設の遠足コースとして

提案を行うなどの、ターゲットを絞った広報活動を実施するなどして、より一層の集

客に繋がるよう取り組んでいただきたい。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ A 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ A 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ A 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ A 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ A 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ A 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ A 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ A 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ A 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ A 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ A 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ A 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ A 

修繕は適切に行われているか。 Ｓ A 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ A 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ A 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ A 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ A 

総合評価 Ａ A 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 



- 1 - 

第２号様式 

元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 経済部 産業観光課 

施 設 名 道の駅みさわ  くれ馬ぱ～く 

指 定 管理 者名 ミサワツーリストグループ （株）サンアメニティ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 １８７,０４１人  １８６,４７１人 前年比レストランは3,000人の増加 

   売店は2,430人減少してトータルで 

   570人の増加です。 

    

計 １８7,０４１人 １８６,４７１人  

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 １４,８８１ 人件費 ２０,８２３ 

レストラン売上げ ２１,４６２ 食材・商品等仕入れ ３３,６０８ 

売店売上げ ２６,８６２    施設利用料 １,８２７ 

産直手数料、自販機等 １,４２０ その他 ９,９０２ 

合計（①） ６４,６２５ 合計（②） ６６,１６０ 

  収支差額（①－②） △１,５３５ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

売店における商品については、日用食品コーナーを設けて近隣の方々が訪れるよ

うに仕入れを工夫しています。お土産品については売上げ増につながる商品である

ことを念頭に仕入れの際、業者と折衝しています。 

レストランにおいては、メニューにとらわれず、お客様の注文に極力応じ、融通のき

く店になるよう努めています。地元の方々には休憩所として利用されるようになって

います。 

 

 

 

施設担当課 

 

 

レストラン部分は地域の食堂として、お昼時となると多くの地域住民で賑わってい

る。遠方からの観光客に向けたご当地ソフトクリームの開発に取り組んでおられる

ので商品化を実現していただきたい。 

お土産コーナーについては、フェアを企画するなど売り上げ増加に一層取り組んで

いただきたい。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ｓ Ｓ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ｓ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ｓ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ｓ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ｓ Ｓ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ｓ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ｓ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ｓ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ｓ Ｓ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


